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明治末―大正期における農村青年教育の構造と機能
― 主 に 農 民 支 配 と の か か わ り で ―
A Study on the Structure and Function of the 








































































宮 城 県 実 業 補 習 学 校 生 徒 数 町村公学費実捕-の支出額農 業 水 産 商 業 工 業 その他 計
明治 35以前 人 人 人 人_ 人 人 2,969 円6 954 -■- - 19 973
37 1.056 65 22 1.078 2,683
38 1.028 29 1,047 2,888
9 185 1 ,262 3365
40 1,249 26 - - - 1,275 2,784
41 1,017 8 - 24 - 1,047 2,036
4234 1,369 130 45 23 - 1,56768197953 3,0254.98612774685 94 62 - 92
45 7.818 853 68 - 157 8,896 18,776
大正 2 8,125 785 103 - 176 9,192 19.263
3 8,815 551 158 - 433 9,957 18,626
4 9,924 730 157 161 467 ll.439 19,629 .
5 10,994 612 219 129 552 12,766 23,565
6 ll,558 557 47 188 608 12,958 22,386
7 13,504 161 105 156 830 14,756 39,234
8 15.278 198 102 129 - 15,707 60,307
9 14,371 434 104 200 503 15,612 72,023
注;F宮城県統計書Jより作成｡
表 2 宮城県実葉祐習学 校数推移



























識技能 ノ修 得｣を 目的 とす る実補 の整備が本格
的に始 まる(10)｡宮城県における実補 は,これ よ り
大分遅れて明治33年に初めて設立をみているが,
しか し,それ以降 も表 1,表 2にみるように明治
42年 まで停滞をみせているのである｡
結論を述 べれば, この不振の最大の理 由は,当
時 の県教育会の焦眉の課題が,義務教育段階の就
学確保 にあ った ことに求め られる｡その背景には,
凶作等による農民層の窮乏化がある｡ これについ





38 4022 24 26 28 i30 32 34 36
注 :｢宮城県統計書｣より作成｡















































































































































































































































































































石 石 杖 石 ち
131 79 317.6 314 62
125 102 306.9 270 83
132 121 346.8 327 93
148 148 444.0 394 183
157 165 460.0 515 183
165 160 472_0 502 197
156 143 419.0 413 166
143 167 1,507.0 4,903 2,695
153 177 1.484.0 4.471 3,494
162 184 1,646.0 5.479 3.593
153 ⊥83 1,544,0 5.137 4,233
151 182 1.391.0 4,503 3.405




















･地帯 .郡 名 明治20 26 - 33 39 43 .
単作也帯 遠 田 55.1 42.3 43.3 48.0 60.3
志 田 31.5 32.7 40.6 49.0 55.0
桃 生 34.6 42.3 47.2 51.3 55.1
登 米 34.4 31.7 39.5 42.6 47.8
栗 原 33.8 31.3 32.7 36.1 39.0
義 亘 理 32.2 36.9 47.7 51.6 50.8
蛋 伊 具 25.8 29.3 33.0 49.9 53.2
也 柴 田 26.2 38.8 43.7 48.3 49.9
帯 刈 田 17.2 25.8 57.3 38.5 42.0
申 黒 川 16.6 22.3 29.0 27.8 44.6
問 宮 城 24.4 31.8 33.9 41.0 41.2
也 名 取 27.2 26.4 25.4 28.3 35.7
帯 牡 鹿 28.4 31.2 38.2 43.1 48.8
山 玉 造 13.3 ll.3 25,4 38.8 39,2
問也 加 美 17.7 21.9 25.5 25.8 33.9
帯 本 吉 19.3 29.9 17.6 ~25.1 22.2




-1 1- 5- 10.- 50- 価- ≡和一1,【m
93 78 25 47 12 13 4 1 -
59 68 20 41 9 9 6 - -
















































氏 名 職 業 田 畑 計 自 作 所 在 地 小作人
今 野 良 助 . 農 ■〟米穀商′′村 長 19.0町 3.5 町 22.5町 町 中土卒.沼部村〝 〝′′ ′埠村 20 人
瀬 戸 一 郎 ll.1 3.2 14.3 4.0 ll
今 野 良右エ門 ll.5 0.3 ll.8 2.4 9
今 野 林 拾 8.9 2.9 ll_8 3.0 9
遊 佐 直之進 8.4 3.0 11ー4 3.0 9
小野寺 良 書 9.8 1.3 ll.1 4.0 7
佐 藤 松三郎 9.5 1.4 10.9 4.0 8
相 沢 郁三郎 7.1 1.4 8.5 3.0 5
尾 形 善之進 6.7 1.6 8.3 2.8 中埠 .沼部村〝 〝〟 ′′ ′田尻町 6
芦 田 良三郎 7.4 0.6 8.0 2.5 6
佐 木々 四良臨エ門 7.4 0ー3 7.7 2.0 6
戸 部 耕治郎 58 17 7 3.0 5
頗 戸 譲右エ門 農′〟 5.9 1.5 7.4 4.0 7
赤 間 与三郎 4,9 24 7 3340 4
飯 野 文五郎 6.2 1.1 7.3 8
松 田 勇 助 8 0 2
佐 藤 惣之助 6.3 0.7 7.0 3.0 中埠 .沼部村〝 〝嘩村 4
佐々木 助治郎 5.3 1.3 6.6 3.0 4
荒 川 正 作 5.7 0.8 6.5 3.0 4
梁 川 良 42 9 51 3
表9. 凶作年の減収率
35年収量 平年収量 減収率 38年収量 平年収量 減収率 大正2申収量 平年収量
石 石1,151,142 ′ 石 石 % 石 石1,016,647573,219 50.2 142,718 1,151,461 87ー6 626,547
748,708 1,293,823 42.1 314,615 1,325.318 76.3 730,894 1,261.424
219,620 536,726 59.1 193,190 571,481 66.2 461.405 702,480
347,983 729,688 52.3 543,950 745,014 27.0 183,892 885,281

























費目 年度 明治31年 明治35年 明治39年 明治43年 大正 5年 大正9年 大正12年 大正15年
役 場 .会 議 費 25.4 28.0 20.8 21.5 27.7 23.7 27.6 27.1
土 木 費 14.7 14.3 0.7 19.3 2.5 9,2 13.0 10.6
教 育 費 38.9 27.6 35.2 30.2 41.4 33.9 42_4 45.5
衛 生 費 0.7 8.7 1.2 0.9 0.7 7.6 8.1 4.3
救 助 費 0.1 0.1 0 0 0 0 - 0
警 備 費 9.6 1.7 2.2 0.2 4.6 0.1 0.8 0.8
諸 税 負 担 8.6 14.2 5.5 9.4 ll.9 20.5 2.3 1.8
雑 支 出 寄 付 金 0.7 0.7 0.1 0 2.0 0.6 3ー4 8.3
公 債 費 2.8 0.6 1.8 0.9 8.3 1.8 0.9 -
財 産 費 3.9 2.3 29.0 0 0 0.6 0.1 -
予 備 費 0.3 1.4 1_1 0 0.9 1.2 0.5 -















































































































理 由 & 計
疾 病 貧 困
明治33年 猶 予 699 6,279 ll.013
免 除 741 3.294
34 猶 予 335 3,425 6,⊥27
免 除 630 ｡1,737
35 猶 予 287 2,258 4.567
免 除 654 1,368
36 猶 予 381 2,758 4,830
免 除 649 1,042
37 猶 予 189 3,217 5,241
免 除 535 1.300
38 猶 予 146 3.359 4,973
免 除 510 958
39 猶 予 191 2,921 4,363
免 除 470 781
40 猶 予 137 2,146 3.228
免 除 410 535
41 猶 予 165 1,803 2,757
免 除 394 395
42 猶 予 272 1,478 2,409
免 除 393 268
43 猶 予 926 1.413
免 除 487
44 猶 予 513 904
免 除 391


























































































































































































年 次 学齢児童数 在籍児童数 群 霧男 女 計 男 女 計
Rna22牢 609 157 53 210 67.3
23 142 30 172
24 150 38 188
25 153 33 186
26 147 40 187
27 162 58 220
28 151 60 211
29 177 93 270
301 26977 11128 38041243 623 525■83.4
































年 度 学 田 小作料定額 小作米価格 小作料実収 預 金 備 考
明治34年 23.122反. 18.497石 175.731円 石17.863691525 円323.198 御 こは1捗 余の畑を含む(以下同じ)基本財産(銀行預金)
35678 27.50034828 22.3558_270 277.20243670305316164
41 50.209 39.823 489.913 33.7636





















































































平 均 最高分団 最低分団
大正 6年 86.26 94.25 80.17
7年 83.45 93.74 78.38
8年 90.98 95.33 81.26

















































































































































宅地利用(慧 冨星･諾 慧喜言霊言器 竺冨望孟芸完 ;.7リ･今後
共同事業tiE(霊芝諾妄苧冒芸警表芸讐 入､共同販売･稚蚕共同組合
品 評 会 (警 ~回生産物･酢 ･稲鶴 ･斡 事業等/展覧会等ヲ開







敬 老 会 (雪芸言㌘吉諾 岩志蒜 三三誓 言要望量慧㌻講演会的 会


















在郷 入会(芸軍団 卜併合心身鍛練抗技ヲナス･三年~臥 基本財産蓄
道路改修掃除(芸孟軍票器這諾 喜芸昌悪業 oR蓋芸三芸三回青年団
衛 生(誓賢検査年二回o トラホ~ム検査･駈 ･衛生講話､閑 病
火防水防 (火防水防(宍霊芝上里十望遠芸下賢'学校役場鮒 ポンプ､水防組 (十






















































































































































































底化 と有機的に結びつき, これと接続 して様々な
教化活動を展開することにより,農村青年の思想的
統合をはかることを可能 とする条件をつ くりあげ































































































































































であ る (宮地正人 F日露戦後政治史の研究jとく
に46頁以下参照)0
(43)県庁文書学事編 (大正11年)0
(44) 前掲 r中蜂村青年事業展覧報告』 3頁.
(45) 以下,｢中粋村自治民育会｣については,県庁文
書による｡
(46)鋲丑子,前掲論文,194号｡
(㈹ 宮地正人,前掲書,50頁｡
